
夏休みは，「自分で」と「自分から」を増やす機会です！

校長 玉井 一行

１学期は，運動会や修学旅行などの大きな行事も含めて，充実した教育活動を展開することができま
した。これも，本校保護者や地域の皆様方の温かいご理解とご協力，そして協働して富沢っ子たちのた
めにご尽力いただいているおかげと，感謝しています。
さて，本日１学期の終業式では，子どもたちに次の２つのことをお話ししました。
１つ目は，１学期の頑張りの成果です。

○元気いっぱい体を動かす子が増えていること
○どの授業にも意欲的に向かう姿勢をもって取り組んできたこと
○代表の挨拶は，内容も話し方も大変立派なこと など

２つ目は，「自分で」と「自分から」を増やす夏休みを過ごしてほしいことです。

◇「自分で」早寝早起きできる
◇「自分で」決めた勉強時間やゲームの時間を守ることができる
◇「自分から」家のお手伝いを進んでできる など

必ずしなければいけないことは，人に言われてからするよりも，自分から進んで行った方がしっかり
と意味のある活動として，「自分のため」にもなります。なにより，モチベーションが違います。
学校と家庭では，子どもたちのフォーマルな世界が違います。どの子どもも

緊張感を持ちながら成長する世界と，その緊張やストレスから解放される癒や
しの世界を使い分けているものです。家庭で「言われてから」ばかり過ごして
いると，いつまでたっても自分のことが自分ではできない，自立できない人に
なってしまうかもしれません。
自分で考えて行動できる将来のためにも，夏休みの過ごし方は重要です。

お子さんが，自分で決めたことを尊重して，応援してあげてください。
適度な困難を乗り越えることで，成長があるはずです。
頑張っている正しい努力は，成果が表れるまでに個人差や時間差があるもの

です。
安全と健康第一ですが，学習でも，運動でも，遊びでも，「自分で」と

「自分から」を増やすことのできる夏休みになることを願っています。

１０日(月)は，交通安全教室でした。旭川市防災
安全部交通防犯課のご指導をいただき，自転車の安
全な乗り方について全校で学びました。
昨年度，旭川市では９０件の小学生の自転車事故

が発生していることや，歩行者と交通事故を起こし
てしまう場合もあることなどから，一時停止の重要
性や，右左折，発進時の確認について体験しました。

富沢小学校と家庭・地域をつなぐ学校だより 学校教育目標
夢をもち未来を拓く子ども

【年度の重点】

意欲的・主体的に活動できる児童の育成

～｢自分から」できる「自分で」できる～

【目指す児童の姿】

かしこい子 （知）

あかるい子 （徳）

（※今年度学校だよりの名称は，児童・保護者・地域・教職員との たくましい子 （体）

一層の連携を願い「たいわ」<対話>とさせていただきました。） 【実践の合い言葉】

旭川市立富沢小学校 No.４ 平成２９年７月２６日 きたえ ふれあう 富沢っ子

８月の学校経営

・安全に生活しよう

・夏を健康にすごそう

・旬の食べ物を知ろう

８月行事予定
寒かった６月を越え，７月は，やっと気温 ２１月 始業式

の高い日が続くようになりました。夏がやっ ２２火 身長・体重測定(高)
て来たとたんに，３０度を超える真夏日の連 ２３水 身長・体重測定(中)
続にもびっくりしています。 ２４木 身長・体重測定(低)
５日(水)のクラブ活動では，スポーツクラ ２９火 自由研究発表会

ブがサイクリング後に，お小遣いでソフトク ３０水 富沢っ子祭り
リームを食べ，文化クラブは，家庭科(理科) ３１木 合宿オリエンテーション
室でパフェやクレープ，かき氷などの冷たい クラブ⑦
スイーツ作りを楽しみました。
水泳学習は６日(木)と１９日(水)でした。

今年も台場小学校のプールを借りて気持ちよ
く泳ぐことができました。

雨天のため７日(金)に延期して実施した
「夏の野山」も真夏日でした。たくさんの
ドジョウやクワガタ，アゲハチョウなどを
捕まえて観察したり，そのすんでいる場所 学校田の稲は，田植えが遅れ
の様子について，体験を通して考えたりす た影響(分けつ)があるようで
ることができました。中学年には塩田先生。 すが，写真のように大きく育
低・高学年には公園緑地協会からのゲスト ってきています。

・ ティーチャーと深く学習しました。

７月１３日にマラソン記録会を行いました。今まで富沢タイムを利用し
て，あの広い神居の杜公園グラウンドを何周も練習してきました。午前

」 中から気温の高い中，低学年２㎞，中学年３㎞，高学年４㎞を力を振り
絞りながら走る姿は素晴らしいものが
あります。暑いコンディションの中で
も４年生が１３分２１秒と歴代５位の
記録を出しました。
他の児童も全員が完走し，最後まで

応援し，ラストのランナーが入ってき
たときには友だち同士で並んで走るな
ど，最後まで感動的なマラソン記録会
でした。
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